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十
月
二
十
八
日
（
日
）

　
や
は
り
車
に
東
ヘ
ノ
、
Q
早
朝
カ
ン
ザ
ス
州
に
入
り
、
ド
ソ
ヂ
市
で
中
央
標

準
時
の
圏
内
に
入
る
9
朝
食
に
ハ
チ
ン
ソ
ン
、
霊
食
に
エ
ム
ポ
リ
ア
で
す
る
Q

か
†
後
口
血
時
カ
ン
ザ
ス
市
に
r
潜
、
・
、
、
で
シ
・
刀
ゴ
行
き
急
行
に
配
陣
り
換
へ
Q
・
、
の

車
中
で
始
め
て
サ
ン
タ
フ
ェ
線
の
食
堂
車
に
入
つ
れ
ピ
＝
う
が
、
其
の
立
派
な

構
造
に
に
驚
い
た
Q

　
夜
牛
、
ふ
オ
眼
秘
さ
ま
す
ぐ
＼
列
車
ば
今
や
フ
ナ
ト
・
マ
デ
ソ
ン
で
海
の
や

う
に
廣
い
ミ
シ
シ
ビ
河
な
渡
ろ
寸
㌔
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
河
ロ
洪
水
で
溢
れ
ん
ば
か

り
、
弦
月
が
空
に
輝
い
て
、
無
口
の
景
色
ば
頗
る
紳
秘
的
で
あ
っ
表
。

十
月
二
十
九
日
〔
月
）

　
霞
網
眸
牛
、
列
車
艮
シ
カ
ゴ
の
デ
ァ
ボ
ー
ン
停
車
場
清
Q
馴
染
の
市
街
々
少

し
歩
い
て
、
イ
リ
ノ
イ
中
央
線
に
よ
り
第
三
十
六
街
の
島
津
氏
た
訪
ふ
。
そ
れ

か
ら
青
年
會
で
恰
も
ニ
ウ
・
ヨ
レ
〃
か
ら
來
着
の
赤
木
氏
に
面
曾
し
象
、

　
午
後
三
時
四
十
五
分
、
シ
カ
ゴ
北
西
停
車
揚
獲
の
列
卑
で
べ
一
に
向
ふ
。
拾

も
四
此
の
南
卑
の
中
に
噸
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
丈
忠
最
の
ヴ
ン
ビ
i
夫
入
ご
サ
リ
ヴ
ン
夫
人
ぞ
」

が
伺
嘱
し
て
ゐ
ら
れ
れ
の
に
驚
き
喜
ぶ
Q
午
後
六
時
ウ
イ
サ
ア
ム
ス
・
べ
1
着
㌧

タ
グ
シ
で
ブ
ン
ビ
ー
激
授
宅
の
客
オ
な
り
、
長
く
住
み
馴
れ
．
れ
室
に
入
る
。

　
夜
、
久
し
ぶ
り
の
話
し
た
し
な
が
ら
ヴ
ン
ビ
ー
一
家
オ
食
事
為
重
に
し
、
其

の
後
、
自
分
に
暫
く
天
文
峯
に
行
っ
て
、
色
ん
な
人
々
ミ
話
す
。
外
に
曇
り
で

風
強
く
雨
模
檬
。

十
月
三
十
日
（
火
）

，
斬
起
き
て
見
れ
ば
、
外
ば
雪
が
一
寸
も
積
っ
て
み
る
田
川
　
午
前
中
、
爾
人
共

生
丈
比
の
自
分
等
の
室
で
夏
以
來
預
け
て
置
い
搾
荷
物
の
仕
別
け
た
す
み
。
午

後
に
バ
レ
下
、
バ
ー
ル
バ
ー
ス
ト
、
フ
ロ
ス
ト
の
順
に
面
々
訪
問
。

十
月
三
十
一
日
（
水
）

　
午
前
中
、
肖
分
匡
ブ
ル
ー
・
ス
篇
眞
の
整
理
た
し
、
後
事
か
．
・
ス
・
カ
〃
ヴ
ー

ト
に
托
す
。

　
今
夕
に
ハ
ル
ヰ
ン
の
催
し
が
あ
ろ
か
ら
潜
在
ぜ
よ
ぜ
薦
め
ら
れ
六
け
れ
ご
、

豫
定
も
あ
る
こ
ご
定
て
、
午
後
四
噂
五
分
獲
の
べ
一
獲
列
車
で
出
渡
・
フ
・
ス

ト
夫
人
、
り
、
氏
、
ミ
ス
。
カ
ル
ヴ
ー
ト
等
に
見
逡
ら
る
。

　
午
後
七
畔
過
ぎ
シ
カ
ゴ
着
Q
九
時
前
、
青
年
會
の
中
に
會
々
開
か
れ
て
る
ろ

懇
親
會
に
列
席
す
。
夜
に
島
津
氏
宅
に
ご
ま
る
Q

十
陶
月
一
日
（
木
）

　
朝
入
時
四
十
七
分
、
イ
リ
ノ
イ
中
央
停
車
揚
よ
リ
出
獲
。
島
津
氏
が
見
逞
ら

れ
療
0
い
よ
く
此
れ
で
永
い
馴
染
の
シ
カ
ゴ
も
お
さ
ら
ば
で
あ
る
O
誰
食
ぽ

重
・
中
O
午
后
二
三
宇
、
ミ
シ
ガ
ン
大
弐
の
あ
る
ア
ン
・
ア
ー
が
ア
に
済
O
燕
い

て
、
ふ
書
見
ゐ
ご
、
山
の
手
が
ら
三
二
百
に
鹸
ゐ
回
生
の
一
日
が
樂
隊
存
先
頭

建
し
て
歌
ひ
な
が
ら
停
車
場
へ
や
っ
て
來
ろ
ー
ー
之
れ
に
大
學
フ
ト
ポ
ー
ル
選

手
の
門
出
を
見
逡
る
光
景
で
あ
る
ビ
知
れ
六
〇

　
自
分
等
に
、
遙
か
に
ド
ー
ム
二
目
當
て
に
天
丈
峯
へ
歩
い
て
四
つ
れ
Q
天
丈

肇
に
市
街
の
端
の
小
丘
の
上
に
あ
る
。
訪
ね
六
時
刻
が
逞
く
て
、
蔓
員
に
皆
不

在
。
止
む
な
く
シ
ク
レ
タ
リ
に
案
内
し
て
貰
つ
で
、
新
し
い
四
十
吋
の
望
蓮
鏡

ピ
古
い
十
二
吋
赤
道
儀
ん
閏
見
る
Q
こ
、
ゆ
μ
以
晶
剛
プ
リ
ユ
ン
ノ
ウ
、
ワ
ト
ソ
ン
罐
…

大
家
の
居
六
亡
こ
ろ
、
削
り
〃
延
長
カ
ン
ベ
ル
氏
の
寓
月
地
で
あ
ろ
Q
現
豪
長

ハ
セ
イ
氏
は
南
米
出
張
中
で
あ
ろ
。
一
九
一
九
年
末
、
ア
メ
リ
カ
天
丈
學
會
の

年
會
が
既
地
で
開
か
れ
六
二
、
恰
も
族
行
中
の
我
が
新
城
敏
授
も
出
席
せ
ら
れ

カ
こ
オ
た
卜
え
て
み
ろ
σ

　
自
分
等
に
暫
く
大
學
鵬
内
為
散
歩
し
転
向
、
五
時
聚
の
列
車
で
田
獲
Q
六
時

デ
塾
ロ
イ
ト
市
に
着
。
ス
タ
ト
ラ
ー
・
ホ
テ
ル
に
入
ろ
Q

　
夜
、
ウ
ド
ラ
ー
ド
街
た
散
歩
O

十
一
月
二
日
（
金
）

朝
九
時
＋
玉
分
デ
ト
・
イ
｝
嚢
、
大
ト
ン
ネ
ル
為
抜
け
て
、
暫
く
カ
ナ
ダ
頷

か
走
る
〇
三
度
ば
か
り
旅
雰
の
絵
…
査
あ
り
。
午
盾
三
時
置
分
、
ナ
イ
プ
ガ
ラ
灘

見
騨
で
五
分
面
停
車
中
、
先
づ
此
の
壮
大
な
景
色
に
見
餐
そ
れ
か
ら
列
車
に

二
九
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大
釣
橋
々
渡
っ
て
合
衆
國
の
ナ
イ
ァ
が
ラ
市
に
着
。
肖
親
等
に
此
の
地
で
下
車

プ
ロ
ス
ペ
ク
｝
館
に
入
る
。

　
日
の
暮
れ
ぬ
前
に
、
山
羊
島
や
公
園
た
散
歩
、
大
小
多
く
の
爆
や
水
の
景
色

な
見
る
。
ベ
デ
カ
ー
案
内
書
非
常
に
役
立
つ
。

十
一
月
三
日
（
土
）

　
朝
ね
珍
し
て
、
九
時
起
床
Q
食
後
、
又
、
藤
の
あ
留
り
な
散
歩
し
、
三
つ
子

島
へ
一
も
行
つ
で
、
見
る
Q

　
さ
て
、
正
午
獲
の
列
車
で
ナ
イ
ア
ガ
ラ
獲
、
パ
フ
ア
ロ
ー
ミ
ロ
チ
エ
ス
タ
ー

ぜ
で
、
乖
小
ロ
リ
換
へ
、
豫
｛
丸
の
ナ
ー
バ
ー
ン
市
へ
午
后
川
山
ハ
時
鞄
川
Q
由
口
田
、
山
本
、
佐

藤
三
八
に
迎
え
ら
れ
、
紳
學
校
内
の
或
ろ
家
に
定
ま
ろ
Q
夕
食
に
ミ
ス
・
ク
イ

ク
の
宅
で
日
本
食
の
御
馳
走
。
こ
れ
に
ば
平
地
に
勉
學
中
の
目
本
人
十
名
の
外

ミ
ス
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
も
列
席
し
旗
。

十
二
月
四
日
（
日
）

　
さ
て
、
吉
田
氏
の
作
つ
六
忙
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
始
ま
ろ
o
I
i
先
づ
、
朝
九

時
か
ら
當
ナ
ー
バ
ー
ン
名
物
の
州
立
監
獄
内
の
男
囚
た
ち
の
鰹
拝
に
出
席
、
珍

ら
し
い
経
験
た
す
る
Q
そ
れ
か
ら
次
に
市
内
第
一
長
老
敏
會
の
禮
拝
式
に
列
し

次
で
日
曜
學
校
青
年
組
、
幼
年
組
、
少
年
巡
り
順
に
饗
観
、
到
る
所
で
、
求
め

ら
れ
う
ま
・
に
、
少
し
づ
・
の
英
語
毒
言
を
し
六
。
斎
食
ば
紳
學
校
學
生
六
ち

マ
」
ク
ラ
ブ
飴
で
す
る
。

　
午
后
二
時
、
古
田
氏
に
、
俘
ば
れ
て
、
紳
學
校
長
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
氏
、
同
教
授

り
ー
ド
氏
の
順
に
訪
問
〇
四
時
か
ら
り
ー
ド
教
授
の
白
動
軍
に
迭
ら
．
れ
て
老
女

院
へ
行
き
、
キ
ユ
ポ
ー
氏
の
減
歩
の
下
に
、
「
日
本
」
に
關
す
る
講
話
な
し
雲
。

　
午
后
六
時
、
モ
ー
ア
教
授
に
招
か
れ
て
晩
餐
を
頂
く
。
そ
れ
か
ら
學
生
寄
宿

舎
モ
ツ
ガ
ン
・
ホ
ー
ル
古
田
氏
の
室
で
、
日
本
・
人
だ
け
が
集
ま
り
、
夜
牛
ま
で
い

ろ
一
の
感
想
談
に
ふ
け
ろ
Q

十
團
月
五
日
（
月
）

　
朝
、
榊
學
校
の
女
子
部
で
天
丈
講
演
な
し
、
そ
れ
か
ら
吉
田
、
小
林
酊
氏
ご

四
人
つ
れ
で
、
市
内
に
有
名
な
婦
人
ユ
ニ
ナ
ン
の
祉
會
事
業
ん
見
に
行
く
9
こ

㌧
で
に
ダ
レ
ス
外
画
夫
人
が
大
将
株
で
萬
事
た
切
り
ま
に
し
て
る
カ
。
十
　
時

か
ら
憩
學
校
に
蹄
っ
て
、
モ
ー
ア
教
授
の
肚
會
學
講
義
た
傍
受
。
正
午
に
ダ
ソ

三
〇

ス
教
授
宅
に
招
か
れ
て
午
餐
た
い
た
だ
く
O

　
午
后
に
、
英
子
匡
、
連
れ
ら
れ
て
カ
レ
ヂ
・
〃
ラ
ブ
の
音
樂
會
へ
行
き
、
ト
マ

ス
・
ナ
ス
瀞
ー
ン
氏
の
講
演
な
斗
・
い
雲
。
自
分
ば
其
の
間
、
帥
學
校
で
ス
チ
ュ
ア

ー
ト
教
授
の
宗
敏
學
た
聡
講
し
、
求
め
ら
れ
て
、
奇
蹟
問
題
に
關
す
る
私
見
た

述
べ
お
。
其
の
後
、
圖
書
館
で
ヒ
ン
ケ
教
授
に
會
ひ
、
考
古
三
目
の
文
書
た
見

ゼ
ら
れ
六
g
夕
食
に
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
校
長
に
招
か
れ
、
そ
れ
か
ら
一
同
、
學
校

チ
ャ
ペ
ル
で
禮
拝
り
次
で
又
日
本
人
ば
か
り
モ
ル
ガ
ン
・
ホ
ー
ル
の
山
本
氏
の

室
に
集
っ
て
、
夜
半
ま
で
雑
談
す
。

十
闘
月
六
日
（
火
）

　
午
前
中
、
帥
學
校
で
り
ー
ド
教
授
の
新
約
書
起
原
論
ぜ
、
ダ
レ
ス
教
授
の
宗

…
教
學
定
た
聴
講
し
、
共
に
大
に
得
る
所
が
あ
っ
糞
。

　
午
餐
ほ
グ
ラ
ブ
館
。
そ
れ
か
ら
デ
ビ
ス
君
の
自
動
車
に
乗
ぜ
ら
れ
て
、
ケ
ユ

が
湖
岸
ま
で
ド
ラ
イ
ヴ
し
カ
。
午
后
三
時
か
ら
約
束
に
よ
リ
ト
マ
ス
・
ナ
ス
瀞

ー
ン
氏
た
宜
ハ
の
⊥
並
派
な
邸
少
七
に
訪
問
り
睡
皿
獄
改
良
問
窟
魁
に
閲
…
す
ろ
出
忌
見
な
ご
聞

く
終
り
に
同
氏
の
著
書
な
一
部
頂
い
て
僻
去
。

　
夕
餐
に
り
ー
ド
教
授
宅
に
招
か
れ
六
が
、
席
上
、
會
々
聖
書
オ
天
文
學
ビ
の

交
渉
問
題
が
話
題
に
上
っ
て
寧
ろ
愉
快
で
あ
っ
六
〇
結
入
時
か
ら
1
／
三
度
び
モ

ル
ガ
ン
・
ホ
ー
ル
で
小
林
氏
の
室
に
日
本
人
會
な
催
し
、
自
分
ば
最
近
天
丈
物
理

の
諸
問
題
に
つ
い
て
小
講
話
た
し
カ
。

十
一
月
七
日
（
水
）

　
朝
九
時
牛
、
吉
田
、
小
林
雨
氏
に
見
逡
ら
れ
て
オ
ー
バ
ー
ン
出
獲
。
シ
ラ
キ

ウ
ス
で
乗
り
換
へ
、
午
后
二
時
上
製
〃
バ
ニ
ー
市
に
着
、
折
か
ら
の
雪
空
布
胃

し
て
テ
ン
・
ア
イ
〃
族
館
に
投
宿
G

　
忙
し
か
つ
衷
ナ
ー
バ
ー
ン
の
連
日
の
疲
れ
㌔
も
あ
り
、
天
す
へ
壁
訪
問
ぱ
明
日
に

ゅ
つ
っ
て
、
今
日
に
、
夕
食
時
に
暫
く
市
街
潜
散
歩
し
乳
だ
け
で
、
あ
虐
匡
宿

で
休
む
。

十
陶
月
八
日
（
木
）

　
雲
が
ち
ら
つ
い
て
み
ろ
中
を
、
朝
食
後
、
ス
テ
ー
ト
街
た
歩
い
て
、
有
名
な

州
鹿
な
見
、
敏
育
館
の
前
か
ら
電
柱
に
乗
っ
て
、
リ
シ
ン
ト
ン
公
園
な
見
六
後

市
街
の
ば
つ
れ
の
小
丘
上
に
あ
ろ
ダ
ド
ソ
脳
天
丈
豪
准
訪
問
、
フ
ロ
ス
よ
教
授
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ロ

の
紹
介
朕
な
以
っ
て
寮
長
B
瀞
ス
氏
に
面
會
、
十
吋
赤
減
儀
ε
入
日
子
午
環
ご

な
案
内
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
暫
く
計
算
室
で
ア
ル
プ
レ
ク
ト
、
ロ
イ
、
ウ
イ
ツ

ソ
ン
諸
氏
ぜ
談
話
σ
正
午
僻
し
て
宿
に
蹄
り
、
大
急
ぎ
聯
装
し
て
、
停
車
場
か

ら
十
二
時
三
十
二
分
東
行
の
列
車
に
乗
る
。

　
午
后
五
時
、
ス
プ
リ
ン
グ
ブ
イ
ッ
ド
で
乗
り
襖
へ
、
五
時
四
十
分
ホ
リ
ヨ
ー

ク
着
、
三
ス
・
ヤ
ン
グ
教
授
に
出
迎
へ
ら
れ
、
自
動
車
で
南
ハ
ド
レ
二
村
の
マ
ウ

ン
ト
・
ホ
リ
ヨ
グ
女
子
大
學
に
案
内
ぜ
ら
れ
、
コ
ル
ス
氏
宅
の
「
室
に
宿
泊
す
。

　
夕
食
ば
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
の
ビ
ア
ソ
ン
舘
で
多
く
の
女
工
生
六
ち
定
共
に
項
む
、
、

後
、
岡
書
館
で
日
本
よ
り
の
留
學
生
海
老
名
媛
に
會
つ
六
。

十
雪
月
九
第
（
金
）

　
朝
八
時
迄
、
大
學
チ
ャ
ペ
ル
で
禮
拝
Q
暫
く
海
老
名
、
三
谷
爾
嬢
に
カ
ン
バ

ス
た
案
内
し
て
貰
つ
六
後
、
白
分
等
だ
け
に
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
寧
で
隣
村
の
ア

マ
ー
ス
ト
へ
行
き
、
同
地
農
科
大
毛
教
授
板
野
氏
の
案
内
で
ア
マ
ー
ス
ト
大
學

天
丈
藁
た
訪
問
、
グ
リ
ー
ン
教
授
に
面
會
、
大
小
種
々
の
望
遠
鏡
な
ご
見
ゼ
て

貰
つ
六
〇
グ
リ
ー
ン
氏
ば
純
粋
な
ヤ
ン
キ
ー
式
の
愉
快
な
教
授
で
あ
ろ
、
先
の

有
名
な
髪
長
ト
ド
氏
の
話
も
き
、
“
雲
。

　
午
后
三
時
、
元
の
電
車
で
南
ハ
ド
レ
ー
に
露
り
、
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
の
天
丈
壷

で
暫
く
話
し
込
む
。
四
時
か
ら
匡
ア
ラ
ム
ニ
館
で
敏
職
員
れ
ち
の
チ
ー
の
會
に

出
席
、
夕
方
、
ビ
ア
ン
ン
館
で
食
寧
後
、
英
子
ば
室
へ
節
リ
、
自
分
蜀
リ
天
丈

寮
で
ヤ
ン
グ
教
授
ヒ
維
談
す
。
此
の
日
、
ハ
ー
バ
ー
ド
か
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
ド

ピ
ァ
ゴ
氏
が
新
彗
星
た
浅
見
し
六
定
い
ふ
報
知
が
來
て
る
六
〇

十
剛
月
十
日
（
土
｝

　
朝
、
案
内
さ
れ
て
植
物
温
室
の
美
し
い
花
な
ご
見
☆
後
、
天
丈
豪
で
教
授
の

設
備
な
ご
見
る
し
十
一
時
か
ら
ミ
ス
・
フ
ア
ン
ス
ウ
ナ
ス
助
教
授
の
案
内
で
、
電

車
書
汽
車
ご
に
乗
り
つ
い
で
、
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
市
の
ス
、
、
、
ス
女
子
大
學
へ
行

き
、
天
文
豪
で
ビ
ゲ
ロ
ー
教
授
や
ミ
ス
・
ス
ロ
ー
カ
ム
に
會
ひ
、
早
速
俘
ば
れ
て

ビ
ゲ
ロ
ー
氏
宅
で
二
二
な
い
六
だ
く
Q
そ
れ
か
ら
植
物
温
室
奄
一
遣
し
て
天
丈

豪
に
量
り
、
建
物
や
講
義
室
や
望
蓮
鏡
な
ご
望
見
ぜ
ら
れ
た
。

　
夕
方
、
南
ハ
ド
レ
ー
に
二
っ
て
、
夕
食
後
、
天
交
豪
で
、
今
到
着
し
六
ば
か

り
の
去
る
九
月
の
日
食
爲
眞
の
幻
燈
書
試
爲
た
見
る
。

十
脚
月
十
一
日
週
日
）

　
朝
十
時
か
ら
大
野
チ
ャ
ペ
ル
の
静
寧
式
。
ヲ
カ
ゴ
大
學
の
シ
エ
ラ
i
、
マ
γ

ウ
ス
敏
授
が
休
職
紀
念
の
説
教
な
ぜ
ら
れ
六
〇

　
午
后
、
カ
ン
バ
ス
み
朕
歩
O

　
夕
食
ば
、
ヤ
ン
グ
教
授
の
好
意
に
よ
り
、
大
詰
イ
ン
食
堂
で
海
老
名
三
谷
爾

嬢
ε
四
人
、
他
人
交
ら
す
の
日
本
人
會
な
催
ふ
し
馬
食
後
も
、
長
く
雑
談
し
糞

十
隔
月
十
二
日
（
月
）

　
朝
チ
ャ
ペ
ル
で
驚
拝
Q
九
時
牛
か
ら
、
ヤ
ン
グ
教
授
の
求
め
に
よ
り
、
シ
ニ

ア
ー
級
の
天
丈
科
に
天
丈
同
好
會
の
話
し
要
し
乗
。

　
そ
れ
か
も
荷
作
り
Q
十
畔
雫
の
電
車
で
此
の
南
ハ
ド
ソ
イ
の
大
玉
た
僻
去
し

ホ
ー
ー
オ
ー
グ
で
汽
車
に
乗
り
換
へ
、
ス
プ
リ
ン
グ
ブ
イ
ル
ド
で
再
び
幹
線
に
乗

q
か
へ
、
午
后
三
時
二
十
分
、
い
よ
ー
ガ
ス
ト
ン
の
南
停
軍
場
着
Q
そ
れ
か

ら
地
下
雷
｝
車
で
〃
ン
プ
リ
ヂ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
㎝
學
天
山
雪
害
蟹
に
曲
胴
い
六
の
げ
い
四
時

過
ぎ
で
あ
っ
六
〇
天
丈
豪
で
に
塵
長
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
及
び
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
に
會

ひ
，
案
内
さ
れ
て
バ
キ
ン
が
ム
通
り
の
ソ
イ
コ
グ
氏
方
の
一
一
室
に
入
ろ
。

　
午
后
五
時
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
憂
長
亡
共
に
大
豊
ジ
エ
フ
ア
ソ
ン
物
理
實
三
所
に

催
さ
れ
る
物
理
品
数
談
話
宮
に
列
席
し
、
ラ
イ
テ
ン
氏
の
近
距
離
恒
星
論
々
き

く
。

十
幽
月
十
三
日
（
火
）

　
朝
暫
く
ハ
ー
バ
ー
ド
廣
揚
に
近
い
邊
た
歩
い
て
借
葉
叢
さ
が
し
て
見
六
が
、

好
い
の
が
見
付
か
ら
な
い
。
ぐ
」
に
か
く
ボ
ス
ト
ン
へ
行
き
、
南
停
車
場
で
ト
ラ

ン
〃
類
を
ケ
ン
プ
リ
ヂ
へ
晒
送
一
り
屈
げ
り
て
性
貝
ふ
や
・
り
に
頼
み
、
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン

街
の
繁
華
な
所
為
散
歩
し
て
婦
乱
し
雲
）

　
午
后
、
天
華
豪
で
、
シ
ヤ
プ
ソ
イ
峯
長
か
ら
A
館
の
縷
上
の
一
室
た
與
へ
ら

れ
六
。
輪
重
北
颪
に
窓
が
あ
り
、
天
文
墓
の
全
ヤ
ー
ド
が
見
渡
ぜ
る
所
で
、
入

口
に
近
く
て
、
實
に
好
い
室
だ
。
総
長
自
ら
目
く
「
此
の
室
匡
羨
し
い
よ
」

　
今
日
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
ラ
イ
ン
ム
ー
ト
氏
だ
彗
星
見
ハ
い
な
も
の
た
嚢

見
し
六
ビ
い
ふ
電
報
が
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
か
ら
來
で
み
お
。

一
三


